
江
南
の
民
屋
（
下
）

藤
　
　
田

元
　
春

　
　
　
　
六
　
草
葺
四
阿

　
支
那
に
草
屋
の
あ
っ
た
こ
ご
は
古
い
Q
「
史
記
」
に
は
、

　
発
之
有
天
下
也
、
堂
高
三
尺
，
釆
橡
不
…
劉
，
茅
茨
乾
煎
〃
。

ビ
あ
っ
て
。
天
子
の
堂
で
さ
へ
、
草
暮
に
始
ま
っ
て
み
る

漢
武
帝
が
泰
山
に
つ
く
っ
た
「
明
堂
」
な
る
も
の
は
、
齊
入

公
玉
帯
の
激
に
從
つ
た
も
の
で
、
四
面
無
妻
、
茅
を
以
て

蓋
ふ
ご
あ
る
。
蓋
し
神
を
祀
る
心
髄
で
め
る
。
草
葺
の
堂

上
に
紳
坐
を
設
け
た
の
で
あ
る
が
，
こ
れ
は
實
に
古
い
時

代
の
家
の
形
を
寓
し
た
も
の
に
粕
蓮
な
い
ら
か
草
葺
の
木

造
家
屋
こ
い
ふ
も
の
が
、
古
い
時
代
に
宮
室
で
あ
っ
た
ざ

考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
支
那
で
は
さ
う
し
た
民
居
の
外
に
、

土
を
以
て
塗
る
所
の
民
家
も
あ
っ
た
ご
見
え
る
詩
経
の
幽

風
七
月
の
詩
に
は
、

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
災
屋
ノ
下
）

　
　
　
　
ロ
ン
　
プ
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
ギ
タ
マ
ド
ラ
　
　
ヌ
ル
　
ユ
ノ

　
十
肩
寒
窒
　
蕪
レ
鼠
、
塞
レ
向
　
埋
レ
戸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
叢
爾
干
レ
茅
。
賞
爾
索
絢
。
遼
臨
ハ
乗
屋
。
其
始
播
古
鍛
。

ビ
歌
っ
て
み
る
。
前
旛
は
寒
い
北
風
を
防
ぐ
爲
め
に
、
土

を
塗
る
、
穴
居
式
の
民
屋
で
あ
り
。
後
者
は
茅
を
ε
り
、

総
を
漁
ひ
、
屋
に
の
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
草
葺
の
こ
ご

で
あ
ら
う
Q

　
さ
う
し
た
國
初
か
ら
の
草
葺
が
今
も
猫
支
那
に
は
多
い

草
葺
の
材
料
は
地
の
宜
に
從
ふ
の
で
あ
る
か
ら
麗
で
も
稻

で
も
嬰
藁
で
も
何
で
も
よ
い
が
、
現
在
江
南
に
は
稻
藁
を

以
て
葺
い
た
の
が
多
い
。
黄
哺
江
を
上
．
海
に
罵
る
ご
き
左

側
の
方
に
既
に
矩
形
四
阿
の
黒
点
の
大
屋
報
を
み
る
が
、

そ
れ
は
氷
室
で
あ
っ
て
民
家
で
は
な
い
。
艮
家
の
草
屋
は

上
海
か
ら
杭
蘇
に
ゆ
く
三
線
、
江
岸
で
は
南
京
若
江
の
間

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
八
三
　
（
　
四
〇
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
ハ
下
）

九
江
の
忙
種
河
の
デ
ル
タ
、
漢
口
、
武
昌
の
郊
外
．
至
る

所
で
見
ら
れ
る
。
密
集
部
落
で
は
切
妻
が
多
い
が
、
農
村

の
草
葺
は
主
こ
し
て
四
阿
で
あ
る
。

　
第
三
圖
は
西

湖
浮
慈
寺
の
附

近
で
見
た
も
の

で
あ
る
が
四
阿

の
草
葺
で
棟
に

オ
ナ
へ
（
竹
）
三

本
、
針
目
覆
（
鰹

木
）
が
三
つ
の

っ
て
み
る
。
前

面
入
口
の
所
が

｝

蠣講滋

圖三第阿　四　葺　草

月
字
形
に
切
っ
て
あ
る
の
が
珍
ら
し
い
が
、
全
膿
こ
し
て

は
全
く
我
國
［
の
民
家
の
形
に
共
通
す
る
Q
我
國
で
は
橡
こ

か
障
子
ご
か
い
ふ
も
の
が
泥
世
に
登
達
し
た
が
、
昔
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヅ
コ
モ

面
壁
が
多
か
っ
た
や
う
に
こ
の
家
も
周
團
は
柴
の
縛
壁
で

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
短
甲
　
（
　
四
〇
六
）

竹
で
し
ば
っ
て
あ
る
。
隣
の
藪
敷
こ
の
境
に
は
、
土
ご
石

こ
の
垣
が
あ
る
そ
れ
さ
へ
草
葺
で
あ
る
。
屋
敷
の
中
に
山

東
蘂
が
耕
作
さ
れ
て
る
て
戸
口
に
近
く
井
戸
が
あ
る
。
外

観
か
ら
露
な
や
う
に
、
こ
の
民
屋
は
内
部
を
三
分
し
て
み

る
。
正
面
戸
口
を
入
れ
ば
土
間
で
あ
る
。
（
稀
に
板
張
で
あ

る
）
か
う
し
た
正
面
を
入
る
ご
、
そ
の
突
當
り
に
板
が
張

っ
て
あ
る
。
帥
板
壁
で
、
之
に
山
水
圖
や
古
い
事
書
の
長

い
掛
軸
が
あ
り
、
そ
の
前
に
卓
子
（
方
形
五
尺
内
外
）
を
置

き
。
椅
子
が
二
三
脚
あ
る
。
又
こ
の
室
の
壁
の
根
に
も
低

い
腰
掛
が
置
か
れ
る
。
こ
れ
は
こ
の
家
の
正
房
で
あ
り
、

食
堂
で
あ
り
、
客
室
で
あ
る
が
、
同
時
に
女
が
支
那
靴
な

ざ
を
縫
う
仕
事
場
ざ
も
な
る
所
で
あ
る
。
右
の
方
は
厨
房

で
あ
る
。
正
面
板
壁
の
裏
は
駿
壷
、
も
し
く
は
物
置
で
あ

り
、
左
の
方
は
奥
で
、
寝
室
で
あ
る
。
大
さ
は
間
口
六
間

奥
行
二
間
前
後
で
、
四
周
殆
ご
窓
を
持
だ
澱
の
が
例
で
あ

る
。
日
本
の
民
家
の
戸
障
子
、
廻
り
橡
な
ご
を
持
つ
や
う

に
な
っ
た
の
は
、
す
つ
ご
近
世
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
我
國



で
も
昔
は
か
う
し
た
形
．
の
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ら
う

　
第
四
圖
は
蘇
州
城
外
で
う
つ
し
淀
草
葺
の
四
阿
で
あ
る

こ
れ
は
田
地
の
堺
に
竹
棚
が
あ
る
。
草
屋
の
邸
地
に
も
北

ご
西
ご
に
竹
垣

が
あ
る
。
入
口

は
圖
に
見
る
「

ケ
所
丈
け
で
、

四
方
全
く
土
壁

で
あ
る
。
日
乾
．

の
確
琵
ご
石
ご

を
重
ね
て
み
る

こ
の
家
は
長
い

恐
ら
く
室
内
の

tT　”　’　．．．　／p．．．t．

圖四第阿四葺草

孚
分
は
物
入
れ
で
あ
ら
う
。
前
面
に
見
ゆ
る
琵
ふ
き
は
隣

家
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
藏
で
な
く
、
中
に
人
が
生
活
し
て

み
る
。
窓
が
な
い
の
が
面
自
い
こ
ご
で
あ
る
⊃

　
上
記
二
例
は
最
も
簡
軍
な
四
阿
方
形
．
に
近
い
も
の
で
あ

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
（
下
）

る
が
、
松
江
附
近
の
村
，
に
ゆ
く
と
こ
の
一
腰
に
更
ら
に
鍵

の
手
に
直
角
に
の
ば
し
た
コ
字
形
の
民
屋
が
多
い
。
そ
れ

が
更
に
進
ん
で
、
左
右
に
角
を
出
す
ご
口
字
形
の
屋
根
に

な
る
。

南
面
、

四
阿
の

購
入
に

翻
し
て

東
房
、

西
房
、

が
出
來

た
の
で

あ
る
o

A
四
阿
　
　
B
庁
っ
の
や
　
　
C
両
つ
の
や

D
方
形
盟
廓

正房

魂
胆

房

E
江
南
塀
造

日
東
正
室

西
廟

西

陽

㍉．．干．

圖五第

房
の
前
面
は
切
妻
に
な
っ
た
の
が
多
い
。
日
本
で
は
「
字

形
の
も
の
を
「
つ
の
や
」
ご
い
ひ
、
爾
っ
の
や
を
、
九
州
邊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

で
「
ク
ド
ヅ
ク
ソ
」
こ
い
っ
て
る
る
。

　
こ
の
ク
ド
ヅ
ク
ソ
に
更
ら
に
前
に
室
を
つ
く
れ
ば
方
形

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
入
五
　
（
　
四
〇
七
）



　
　
　
第
ア
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
∩
下
）

に
な
っ
て
、
正
面
左
右
に
果
房
が
出
漏
る
Q
更
ら
に
後
方

に
一
室
を
つ
く
れ
ば
、
後
房
に
な
る
。
か
う
し
だ
四
方
を

は
琵
葺
で
あ
っ
て
、

に
譲
る
。

　
ご
に
か
く
さ
う
し
た
最
初
の
一
棟
に
止
ま
る
も
の
、
ッ

ノ
や
建
に
す
る
も
の
、
ク
ド
ヅ
ク
リ
に
す
る
も
の
、
何
れ

も
草
屋
の
程
度
に
止
ま
る
民
家
は
、
松
江
か
ら
嘉
興
の
田

舎
に
甚
だ
多
い
。
そ
れ
が
戸
毎
に
垣
内
式
の
邸
地
を
も
つ

て
、
森
の
中
に
孤
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
七
　
切
妻
草
ふ
き

　
一
つ
の
棟
が
四
阿
の
正
房
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
前
後

又
は
左
右
に
棟
を
増
加
す
る
外
に
、
π
い
切
妻
の
横
に
更

ち
に
第
二
の
棟
を
並
行
に
す
る
場
合
も
楼
生
す
る
。
こ
れ

劉壷
?房…

固
陵
U
　
多
い
・
さ
う
し
た
も
の
は
孝

　
　
　
　
　
　
外
槻
全
く
一
面
す
る
。
こ
れ
は
後
節

第
三
號
　
　
入
六
　
（
　
四
〇
入
）

は
そ
の
邸
宅
地
の
面
積
の
謬
論
で
あ
ら
う
。
第
六
圖
は
漢

口
市
郊
外
に
存
す
る
農
家
で
あ
る
。
疏
菜
園
を
耕
す
の
に

か
の
桿
を
つ
く
っ
て
み
る
の
が
面
高
い
。
圖
に
見
る
の
は

二
戸
で
あ
っ
て
、
各
局
．
い
つ
れ
も
竹
棚
を
め
ぐ
ら
し
て
み

る
。
疎
ら
に
楊
柳
が
栽

は
つ
て
過
去
の
森
の
形

を
し
め
す
。
左
の
｝
方

は
水
宅
の
左
に
猶
一
棟

の
房
を
出
し
て
み
る
。

右
の
一
宇
は
「
下
形
っ

の
や
で
、
前
庭
に
小
屋

を
も
つ
。
廣
さ
は
一
邸

宅
百
坪
内
外
で
あ
る
。

か
う
し
た
切
妻
草
葺
で

慈
牛
－
一

醜
撃
レ
馴
ミ
ミ
貸
蓬

”

添

圖六第

貧
民
の
上
層
で
あ
ら
う
。
中
に
は
草
の
借
り
に
切
妻
琵
芸

に
し
た
の
が
多
い
。

　
　
　
　
八
江
南
民
家
の
琵
葺



「
支
那
で
屋
に
琵
を
用
ひ
淀
こ
ご
の
趨
原
は
古
い
。
考
工

記
に
「
葺
屋
三
分
置
屍
屋
四
分
」
こ
い
っ
て
Q
琵
，
屋
根
は
妻

の
長
さ
の
四
分
…
の
高
さ
に
す
る
、
邸
草
屋
よ
り
も
緩
勾

配
に
す
る
こ
ご
が
書
い
て
あ
る
。
山
東
地
方
に
あ
る
漢
代

の
叢
像
石
な
ご
に
も
、
薦
葺
の
書
が
あ
る
が
、
い
つ
れ
も

貴
族
の
生
活
ら
し
く
見
え
る
。
庶
艮
の
居
宅
で
は
な
い
Q

從
っ
て
民
家
の
瓦
に
な
つ
π
の
は
、
す
つ
ご
後
世
で
あ
る

宋
史
外
戚
傳
に
鄭
興
驚
が
楊
州
の
知
事
こ
な
っ
て
、
そ
の

地
の
茅
舎
を
泥
に
か
へ
し
め
た
こ
ご
が
、
徳
政
こ
し
て
特

筆
さ
れ
る
程
で
あ
る
か
ら
、
十
一
世
紀
以
後
に
か
や
う
に

屍
の
民
家
が
流
布
し
た
こ
見
て
よ
い
。

　
王
代
の
琵
は
、
日
本
の
所
謂
本
琵
葺
で
あ
る
。
卒
琵
ご

九
鼎
ご
を
交
「
互
に
重
ね
る
。
そ
の
大
さ
、
重
さ
共
に
重
厚

で
あ
っ
た
か
ら
、
殿
堂
寺
院
の
類
に
は
用
ひ
ら
れ
て
も
、

庶
民
に
は
之
を
用
ひ
か
ね
π
で
あ
ら
う
。
何
ご
な
れ
ば
支

那
は
前
述
の
如
く
、
材
木
の
少
い
國
で
あ
る
。
除
程
古
い

頃
か
ら
民
家
の
柱
橿
の
細
か
っ
た
こ
ご
は
、
さ
き
の
鉦
鹿

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
下
屋
（
下
）

の
獲
早
場
で
も
わ
か
る
Q
北
支
那
で
は
機
略
時
代
銑
に
高

梁
に
土
の
壁
、
土
の
屋
銀
で
あ
っ
た
ら
し
く
．
・
大
さ
も
四

田
蝿
雫
内
外
の
小
さ
い
部
屋
一
つ
か
二
つ
で
あ
っ
た
こ
ご
は

「
六
典
」
に
六
品
で
も
、
三
間
五
架
の
堂
を
許
す
に
過
ぎ
す

庶
民
は
四
架
こ
い
ふ
程
度
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
Q
明
代

に
な
っ
て
も
、
庶
民
の
定
制
は
、
三
聞
五
体
ご
あ
る
に
止

ま
る
Q
（
拙
著
田
本
民
家
～
史
参
照
）
、
三
悶
五
架
こ
い
へ
ば

四
畳
宇
三
客
位
し
か
ご
れ
漁
で
あ
ら
う
○
礫
層
鞍
が
細
く

て
短
い
か
ら
軍
常
か
ら
材
木
飢
鯉
の
地
こ
し
て
、
こ
れ
は

鯨
儀
な
い
こ
ご
で
あ
っ
た
。

　
今
日
南
支
那
は
、
湖
南
、
江
西
、
銀
建
な
ざ
の
山
地
か
ら

木
材
の
供
給
さ
れ
易
い
土
地
で
あ
る
が
、
し
か
し
か
の
…
楊

子
江
の
大
筏
こ
し
て
、
流
を
下
る
材
を
見
る
ご
明
か
な
や

う
に
、
決
し
て
仁
木
で
は
な
い
、
鍛
江
に
よ
り
榔
陽
湖
を

下
っ
て
一
る
、
江
西
の
材
の
こ
ご
き
は
特
に
細
い
。
漢
口

に
集
ま
る
上
流
の
筏
に
は
、
や
、
互
木
も
あ
る
が
、
そ
れ

で
も
多
く
は
裡
四
五
寸
、
長
三
、
四
間
の
九
太
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
三
観
　
　
入
毒
　
（
　
四
〇
九
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
（
下
）

勿
論
棺
材
に
す
る
木
に
は
太
い
立
派
な
も
の
を
見
う
け
る

し
紫
檀
や
黒
檀
の
類
に
は
E
幹
も
あ
る
が
、
添
木
は
松
杉
、

檜
、
椹
、
い
つ
れ
も
細
い
。
さ
う
し
た
細
い
木
で
民
屋
に

す
る
、
ア
ン
ペ
ラ
家
の
フ
レ
ー
ム
の
柱
な
ざ
は
痙
二
寸
以

下
の
間
伐
に
過
ぎ
な
い
。
相
當
立
派
な
家
で
も
柱
や
梁
や

棟
や
桁
、
さ
て
は
合
掌
、
揮
い
つ
れ
も
が
細
い
丸
太
で
あ

る
、
上
海
馬
四
路
杏
花
櫻
の
如
き
煉
琵
造
の
肚
大
な
料
理

屋
で
も
、
九
い
細
い
木
が
使
っ
て
あ
る
。
我
々
の
民
家
の

や
う
な
角
柱
の
節
無
し
の
三
間
も
四
間
も
通
っ
た
も
の
、

時
に
は
裡
一
尺
に
も
達
す
る
大
極
柱
、
も
し
く
は
大
和
の

「
騰
り
が
へ
し
」
な
ざ
ご
稻
す
る
太
い
桁
な
ご
は
、
そ
れ

が
殿
堂
で
な
い
限
り
、
民
家
に
は
な
い
こ
い
っ
て
よ
い
。

　
か
や
う
に
木
材
が
脆
弱
で
あ
る
以
上
、
民
屋
を
琵
に
す

る
こ
ご
は
容
易
で
な
い
。
叢
に
鞭
て
か
江
南
の
琵
葺
に
は

そ
れ
に
慮
じ
た
工
夫
が
み
る
。
準
琵
ε
か
丸
琵
ご
か
い
ふ

古
血
ハ
的
な
も
の
は
使
用
で
き
諏
、
そ
こ
で
第
二
窯
李
琵
こ

い
っ
て
も
、
紳
戸
の
琵
煎
餅
の
や
う
に
、
薄
く
て
小
さ
く

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
八
入
（
四
噌
0
）

て
買
い
も
の
を
必
要
こ
す
る
。
第
二
に
屋
上
に
之
を
の
せ

る
た
め
に
、
我
事
の
や
う
に
土
を
敷
く
こ
ご
が
出
來
な
い

そ
こ
で
江
南
の
民
家
は
屋
根
の
橿
（
そ
れ
も
細
い
裡
一
寸

位
の
九
太
が
三
寸
置
き
に
並
べ
ら
れ
る
）
、
を
間
狡
に
し
て

板
を
は
ら
す
、
土
を
の
せ
す
、
直
ち
に
薄
い
李
琵
を
の
せ

る
の
で
あ
る
Q
二
つ
の
橦
聞
の
表
面
に
は
、
同
じ
準
琵
を

牝
牡
に
し
て

の
せ
る
。
棟

に
は
我
國
の

や
う
な
鬼
屍

叉
は
紐
琵
、

な
ざ
を
の
せ

な
い
で
、

下廊の學大昌武　圖・七第

　
　
　
　
李
下
を
早
筆
こ
な
く
縫
に
し
て
漆
喰
で
か
た
め

る
の
で
あ
る
。
屋
根
裏
か
ら
充
が
見
え
る
こ
ご
は
第
七
圖

に
よ
っ
て
謹
さ
れ
る
。
こ
れ
は
武
昌
大
學
の
廊
下
で
あ
る

天
井
を
は
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
客
室
な
ご
の
事
で
、
民
家
の

房
は
さ
う
し
た
設
備
が
な
い
の
が
多
い
。



　
　
　
　
九
屍
舎
の
構
架

　
民
家
の
あ
る
も
の
は
、
外
層
は
立
派
な
難
壁
で
あ
り
、

煉
琵
も
あ
れ
ば
軸
壁
も
あ
る
。
し
か
し
さ
う
し
た
内
部
に

は
や
は
り
、
細
い
九
太
の
小
屋
組
が
あ
る
の
で
、
屋
根
を

細
い
柱
で
う
け
て
フ
レ
ー
ム

を
つ
く
っ
て
、
そ
れ
を
外
か

ら
煉
琵
で
か
く
す
の
で
あ
る

所
謂
木
骨
琵
壁
で
あ
る
場
合

が
多
い
第
入
圖
は
寓
眞
が
ま

つ
い
け
れ
ご
も
、
さ
う
し
た

煉
瓦
の
破
れ
か
ら
、
内
部
の

小
屋
組
を
し
め
し
た
圖
で
あ

る
。
南
京
の
町
は
つ
れ
で
撮

圓八第組屋小の舎瓦

影
し
た
も
の
で
あ
る
。
琵
屋
根
の
裏
に
板
が
な
い
。
木
が

細
い
か
ら
そ
の
桁
は
二
本
に
し
て
あ
る
。
丸
太
で
あ
る
。

か
う
し
た
小
屋
組
を
「
三
聞
七
架
」
の
切
妻
ぜ
い
ふ
の
で
あ

る
。
前
面
に
細
い
丸
柱
が
三
本
あ
る
か
ら
、
三
間
、
切
妻

　
　
　
第
十
四
巷
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
（
下
）

の
棟
に
並
行
し
た
小
屋
梁
の
数
が
前
後
に
三
つ
宛
．
棟
を

合
せ
て
架
が
七
つ
、
故
に
七
号
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
れ

七
架

♪ハ

罧　　　　　　　　　　　　ム
ﾀ　　　　　　　　　　架業

づ
ご

難
厩
嘱
望
聡
臨
書
撮

式圖地
杜歩　　粧9・列

凡
屈
日

中
’
間

望
し
札

脅
間
壁
’
ホ
不

・
可
．
勺

導

ネ主歩柱歩列

○○○○

五

聚

舵

○襟製○
A
難○

○馨麺

○○

萩捗列柱歩

固九第

○裂馨○・

・as纂
舷

　　梁
○上襟○
オ主独

。　o
紘歩列　粧ザ

｛
架
列
二
五
粧
’
着
し
地

が
か
の
唐
時
の
六
品
の
堂
の
大
さ
で
あ
り
、
明
代
か
ら
の

民
屋
、
三
間
五
架
よ
り
も
、
前
後
に
二
だ
け
架
が
多
い
の

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
入
穿
（
四
コ
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
ハ
下
）

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
前
後
の
二
戸
は
庇
で
あ
る
か
ら
、

堂
こ
し
て
は
こ
れ
で
帥
ち
三
間
五
運
で
あ
る
。

　
か
う
し
た
小
屋
組
を
我
等
は
和
式
小
屋
組
ご
い
っ
て
、

日
本
建
築
の
傳
統
的
の
も
の
こ
し
て
み
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
日
支
に
土
ハ
通
し
た
民
屋
の
構
架
で
あ
る
。
南
京
や

上
海
の
立
涙
な
琵
壁
の
家
に
も
こ
の
和
式
小
屋
組
は
多
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
小
屋
組
の
事
は
、
「
昆
陽
漫
録
」
に
、
七
架
列
式
、

懸
架
式
、
懸
架
式
な
ご
と
豪
し
て
、
そ
の
愛
種
を
圖
示
す

る
ビ
土
ハ
に
列
柱
の
位
置
を
記
し
て
み
る
こ
ご
圖
の
如
く
で

あ
る
。
予
は
讃
者
が
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
う
し
た
民
間
の

小
屋
組
が
日
支
に
共
通
す
る
所
以
を
明
に
理
解
さ
れ
淀
こ

ご
、
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
〇
　
江
南
の
琵
葺
切
妻

　
さ
て
か
や
う
に
し
て
現
在
で
は
江
南
の
民
家
に
三
間
七

架
以
上
唐
津
な
ざ
も
あ
る
が
、
面
壁
い
こ
ご
に
は
こ
の
土

入
の
琵
葺
に
限
っ
て
、
屋
よ
り
更
に
高
い
防
火
壁
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
九
〇
（
四
＝
一
）

こ
ご
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
国
で
は
獺
戸
内
の
琵
葺
、
た

こ
へ
ば
阿
波
の
脇
町
な
ざ
に
も
存
す
る
形
の
防
火
壁
で
あ

り
、
同
時
に
大
和
で
は
茅
葺
の
左
右
に
こ
れ
を
つ
け
て
、

「
高
塀
造
り
」
ご
慨
し
て
み
る
建
方
で
あ
る
。
日
本
の
高
塀

は
多
く
屋
根
の

形
に
從
ふ
の
で

あ
る
が
、
江
南

に
は
屋
根
以
上

に
三
段
構
に
な

っ
た
も
の
が
多

い
。
第
十
圖
は

や
は
り
三
間
九

架
の
民
屋
で
切

妻
瓦
葺
で
さ
う

圖十第高の家民的式標

し
だ
も
の
、
標
式
で
あ
る
。
第
十
一
圖
は
同
じ
く
三
間
七

架
の
切
妻
で
二
階
の
あ
る
民
家
で
あ
る
。
こ
の
二
階
に
は

特
に
防
火
壁
が
凸
出
し
て
、
袖
に
な
っ
て
み
る
。
こ
の
二



階
に
つ
く
形
は
大
阪
や
、
そ
の
附
近
の
町
家
に
も
多
い
所

の
、
目
か
く
し
で
あ
り
、
火
よ
け
ざ
同
じ
形
式
で
あ
る
が

か
う
し
た
外
観
が
更
ら
に
高
度
に
登
展
す
る
ご
、
門
房
、

正
房
、
後
房
の

三
棟
が
い
つ
れ

も
側
面
に
美
は

し
い
自
壁
の
高

い
防
火
壁
を
も

つ
の
で
あ
る
、

第
十
二
圖
は
そ

の
標
式
的
の
も

の
で
あ
り
、
江

南
民
家
の
中
に

・、

蜑
T

．
漸
．
．

ン
魏

圖一十第

於
て
特
に
族
客
の
目
を
ひ
く
型
式
で
あ
る
、
第
十
三
圖
も

亦
同
種
類
の
型
で
あ
る
。
前
者
は
蘇
州
の
郊
外
で
、
後
者

は
漢
ロ
の
郊
外
で
見
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
一
一
　
入
母
屋
の
つ
の
や
（
屍
葺
）

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
砺
弼
究
　
　
江
南
の
民
屋
（
下
）

圖二十第塀高の屋民南江

　
日
本
の
民
屋
に
四
阿
、

切
一
婁
、
…
塀
作
り
、
ク
ド
ヅ

ク
リ
が
あ
る
や
う
に
江
南

に
も
同
機
の
民
屋
が
あ
る

そ
こ
で
我
國
近
畿
の
特
色

ご
も
見
ら
る
、
草
葺
の
入

母
屋
は
先
方
に
無
い
か
，
ご

い
ふ
ご
、
こ
れ
又
共
遜
に
罰
．

鞍
験
騰
嫉
讐
隷
錨

が
垂
直
に
、
棟
の
方
向
に
訊
‘

直
角
に
籍
す
・
か
ら
、
讐
響
「
9
　
，

そ
こ
に
「
シ
三
を
出
す
鰹
纏
．
國
璽
・

こ
嘉
出
盛
な
い
・
し
か
鮮

第
三
號
　
九
「
（
四
一
三
）

圖三十第家の甥高南江



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究

し
も
し
も
こ
の
白
壁
の
か

は
り
に
庇
を
つ
け
る
な
ら

ば
、
入
母
屋
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
第
十
四
圖
は

さ
う
し
た
入
毎
屋
臆
面
下

屋
の
一
民
家
で
、
上
海
郊

外
で
撮
影
し
π
も
の
で
あ

江
南
の
民
屋
（
下
）

圖四十第葺瓦屋母入

第＋
る
。
こ
の
琵
は
日
本
の
本

五圖
琵
秘
曲
に
…
似
て
み
る
が
、
實

飯
は
さ
う
で
？
て
薄
い
輕

陣
い
野
面
を
、
前
述
し
だ
や

翌
つ
に
橿
の
間
に
並
べ
・
そ

　
の
上
に
同
形
の
男
瓦
を
牝

　
牡
に
重
ね
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
九
二
　
（
四
一
四
）

棟
の
牢
分
は
準
琵
ご
漆
喰
で
押
へ
て
る
る
が
、
他
の
牢
分

は
李
琵
を
縦
に
営
繕
こ
な
く
だ
て
、
、
漆
喰
固
に
し
て
あ

る
。
屋
端
に
下
り
棟
ご
隅
棟
が
あ
っ
て
、
入
母
屋
に
な
っ

て
み
る
。
こ
の
家
も
や
は
り
「
棟
を
三
分
し
て
、
正
面
入

口
の
中
は
土
間
で
客
室
、
向
っ
て
左
に
厨
房
、
三
っ
て
右

に
レ
ン
ヂ
窓
が
あ
る
、
寝
室
で
あ
る
。
入
母
屋
の
庇
の
下

に
も
入
口
が
あ
る
、
側
室
ご
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

三
方
に
窓
が
な
い
か
ら
　
女
は
戸
口
で
仕
事
を
し
て
み
る

網
代
の
難
壁
や
、
竹
の
垣
も
我
等
に
目
慣
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
よ
b
も
こ
の
家
の
全
膿
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の

低
く
て
、
屋
根
の
カ
ー
ブ
の
綾
か
に
か
ぶ
さ
っ
た
形
は
、

何
こ
な
く
大
和
に
多
い
天
卒
時
代
の
古
建
築
の
三
分
を
彷

彿
す
る
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
第
十
五
圖
も
同
襟
に
上
海
郊
外
の
奮
い
民
家
で
あ
る
。

こ
れ
は
所
謂
琵
葺
の
ク
ド
ヅ
ク
ソ
で
あ
る
。
南
面
し
て
み

る
の
で
束
房
ご
西
房
ご
が
爾
方
に
出
來
た
。
こ
の
家
も
正

面
入
口
の
前
に
卓
子
を
出
し
て
、
蒲
團
を
修
繕
し
て
み
た



中
庭
に
洗
濯
も
の
が
乾
し
て
あ
る
。
野
楽
が
っ
く
ら
れ
て

る
る
。
東
房
前
面
は
入
興
屋
で
、
西
房
前
面
は
塀
造
り
に

限
ら
れ
て
み
る
Q
軒
の
ひ
く
い
光
線
の
少
い
、
古
色
蒼
然

た
る
も
の
で
あ
る
。
前
面
に
猶
過
去
の
森
の
木
を
の
こ
し

枳
殻
の
や
う
な
も
の
、
生
糖
が
牢
ば
枯
れ
た
の
で
細
い
竹

で
柵
に
し
て
あ
る
。
叢
書
土
橋
の
立
石
は
境
界
標
で
あ
る

方
十
五
問
内
外
の
一
匿
で
あ
っ
た
。

　
　
　
＝
一
江
南
の
山
村

　
以
王
探
訪
し
た
例
に
よ
っ
て
、
民
屋
の
我
國
ご
の
類
似

を
の
べ
た
こ
思
ふ
。
さ
う
し
て
そ
れ
ら
の
各
種
類
の
民
屋

型
が
、
大
小
共
に
類
似
し
て
我
國
に
も
存
す
る
こ
ご
を
知

り
得
た
と
同
時
に
、
全
く
類
を
異
に
し
π
も
の
が
、
江
南

に
存
在
し
な
い
こ
い
ふ
こ
ご
を
断
言
す
る
。
そ
の
構
架
に

於
て
も
、
建
築
の
技
術
を
彼
國
に
學
ん
だ
以
上
、
和
式
小

屋
組
の
名
に
立
て
、
別
段
葬
り
襟
が
な
い
こ
ご
で
あ
る
。

面
白
い
こ
ご
は
我
國
の
大
工
の
用
ふ
る
コ
字
形
の
曲
尺
ご

　
　
　
カ
イ

同
標
な
拐
尺
が
隠
滅
に
も
あ
る
。
予
は
漢
ロ
で
そ
の
現
存

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
屋
ハ
下
）

使
用
し
て
み
る
も
の
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
ご
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
が
關
束
州
に
も
共
通
し
て
み
る
。
「
導
束
騰
要
覧
」

に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
か
れ
ざ
し

　
紺
切
尺
〃
ハ
我
邦
ノ
曲
石
八
ト
其
外
形
テ
同
ジ
ク
ス
ル
モ
、
長
枝
μ
二
目

　
盛
ナ
キ
ト
、
裏
罫
盛
ナ
キ
が
異
り
、
主
ト
シ
テ
短
枝
ノ
ミ
ラ
使

　
用
ス
ル
が
如
シ
．
、
角
度
ハ
内
角
ノ
ミ
ラ
使
用
ス
、
而
シ
テ
長
枝

　
短
枝
ノ
割
合
ハ
一
尺
二
寸
卜
八
寸
し
　
一
尺
七
寸
ト
一
尺
、
　
扇
尺

　
ト
五
六
寸
位
ナ
リ
，
用
途
ハ
主
ト
シ
テ
木
匠
用
ナ
リ
。
川
切
八
ノ

　
一
尺
ハ
約
我
邦
直
尺
一
尺
ト
ス
、

こ
れ
は
面
誘
い
こ
ご
で
、
い
か
に
も
予
の
漢
ロ
で
み
た
工

匠
尺
は
、
長
短
の
つ
字
木
製
で
、
入
寸
に
一
尺
二
寸
の
も

の
、
短
枝
に
鹿
角
の
日
盛
が
張
っ
て
あ
り
。
そ
の
目
盛
が

日
本
尺
の
曲
尺
に
似
て
み
る
。
同
時
に
そ
の
目
が
入
弓
丈

し
か
切
っ
て
な
い
の
で
あ
っ
た
。
酒
毒
工
匠
の
尺
も
、
短

い
一
鴻
岨
は
八
寸
・
、
一
長
い
「
邊
は
一
尺
ふ
ハ
寸
で
あ
る
。
（
｛
三
目

こ
い
ふ
も
の
は
日
本
工
寸
尺
に
限
る
）
。
こ
の
拐
尺
は
朝
鮮

の
工
匠
も
同
じ
く
用
ひ
て
み
る
。
さ
う
し
て
そ
の
長
さ
は

　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
九
三
　
（
四
一
五
）



　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
家
（
下
）

こ
れ
叉
今
の
日
本
尺
（
曲
尺
）
ご
略
同
じ
で
あ
る
ご
い
っ
て

み
る
。
こ
れ
又
昨
夏
篭
鳥
で
見
様
事
様
で
あ
る
。
し
て
み

る
ご
木
匠
の
尺
及
そ
の
形
が
、
既
に
日
支
韓
に
共
通
し
て

み
る
の
も
古
い
．
一
ご

で
あ
ら
う
。
其
の
建

築
物
が
古
典
的
に
類

以
し
て
み
る
の
に
不

イ思
議
は
な
い
。
予
は

釜阻

ﾒ
が
第
十
山
ハ
圖
を

み
て
、
支
那
の
山
村

の
風
致
が
こ
れ
軽
羅

國
の
山
村
に
類
似
す

る
一
面
の
あ
る
こ
ご

を
認
め
ら
れ
乃
ご
信
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植
林
で
あ
る
。
切
妻
の
簡
軍
な
小
屋
組
の
民
屋
で
あ
る
。

草
葺
の
切
妻
も
あ
る
。
民
屋
の
類
似
ご
同
様
に
、
そ
の
田

の
畦
ご
稻
の
刈
跡
の
配
列
の
類
似
も
戚
程
ご
合
黙
さ
れ
る

す
る
。
蓋
し
こ
の
村
の
家
は
琵
葺
で
あ
っ
て
、
ヶ
ラ
バ
が

出
て
み
る
こ
ざ
我
國
の
も
の
ビ
全
く
同
じ
い
。

　
圖
は
慮
山
の
麓
の
寒
村
で
あ
る
。
山
の
木
は
椹
か
檜
の

圖六十第村山の南江

で
あ
ら
ジ
ビ
同
時

に
、
田
の
中
に
あ

る
「
玩
草
堆
」
「
タ

オ
ツ
ァ
」
ぜ
呼
ぶ

所
の
、
藁
の
積
方

の
類
似
を
も
見
逃

し
て
は
な
ら
ぬ
ご

思
ふ
。
大
和
國
で

は
こ
の
稻
藁
堆
を

「
リ
ソ
ザ
ウ
」
叉
は

「
ジ
ン
ド
ウ
」
（
庫
外

藏
？
）
こ
い
ひ
、
や
は
り
家
の
近
く
に
置
く
。
岡
山
で
は

「
イ
ナ
グ
ロ
」
、
信
濃
で
は
「
九
ス
・
キ
」
、
江
州
で
は
、
「
ニ

オ
ン
」
、
越
前
で
は
「
ニ
ウ
」
こ
い
ふ
。
予
は
こ
の
「
リ
ン
ザ



ゾ
」
の
大
さ
が
民
屋
以
上
に
も
な
っ
て
み
る
の
を
松
江
及

連
荘
附
近
の
農
家
で
み
た
。
稻
藁
の
牧
穫
こ
そ
の
跡
始
末

ご
い
っ
た
些
細
の
行
事
に
於
て
も
、
日
支
共
通
の
事
實
が

あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
殆
ざ
洋
本
全
國
に
分
布
す
る
形
式

で
あ
る
。

　
ジ
ン
ド
ウ
の
分
布
の
外
、
江
南
に
絶
て
氣
の
つ
く
こ
と

は
、
鶏
や
犬
や
、
牛
や
馬
、
も
し
く
は
鵜
飼
な
ご
の
類
似

で
あ
る
。
我
等
の
幼
時
に
親
し
い
シ
ヨ
コ
ク
ご
い
っ
た
雄

鶏
。
耳
の
尖
っ
た
倭
犬
、
さ
う
し
た
も
の
か
ら
、
ポ
ニ
ー

ビ
呼
ば
る
、
九
州
馬
に
似
た
江
南
の
低
い
馬
、
い
つ
れ
も

が
共
通
し
て
み
る
の
で
は
な
い
か
ご
考
へ
さ
せ
ら
れ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ま
か
ひ

ご
で
あ
る
Q
犬
養
部
、
鳥
取
部
、
曲
馬
部
な
ご
い
ふ
部
曲

な
ざ
が
彼
國
こ
の
交
通
の
結
果
出
來
だ
こ
ご
が
臼
本
紀
の

中
に
散
見
す
る
。
郎
雄
略
紀
十
年
鳥
養
都
を
置
か
れ
た
の

は
、
臭
よ
り
獄
す
る
所
の
二
身
が
そ
の
動
機
で
あ
り
、
癒

紳
紀
に
は
百
濟
か
ら
良
編
二
匹
の
貢
が
あ
っ
た
の
で
、
阿

直
岐
が
掌
飼
に
任
せ
ら
れ
た
こ
あ
る
。
同
三
十
七
年
に
は

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
江
南
の
民
家
（
下
）

阿
釦
使
誰
等
は
高
麗
に
渡
り
、
奥
に
通
じ
た
ご
あ
る
σ
早

く
か
ら
日
本
ご
江
南
ご
が
交
蓮
し
た
の
で
、
現
在
で
も
日

本
に
似
た
年
中
行
事
が
、
北
支
那
よ
り
も
濃
厚
に
江
南
に

存
す
る
。
江
藤
榮
吉
氏
の
談
に
よ
る
ご
、
南
支
那
で
ば
家

を
「
ヵ
」
こ
い
ひ
、
北
支
那
で
は
「
ヂ
ヤ
」
ご
い
ふ
。
加
の
字

で
も
北
は
「
チ
ヤ
」
で
南
方
音
は
日
本
の
如
く
「
カ
」
で
あ
る

日
本
の
正
月
に
用
ふ
る
重
餅
で
も
、
南
支
に
同
様
の
習
慣

が
あ
る
。
餅
の
上
に
榿
を
飾
り
、
・
吊
柿
を
飾
る
が
、
支
那

で
も
大
密
柑
、
郎
大
寄
（
大
吉
ご
昔
相
通
ず
）
ご
臼
柿
（
百

事
）
ご
を
用
ひ
る
。
蓋
し
類
似
の
鹸
化
現
象
が
江
南
に
多
い

こ
ご
は
、
否
定
が
出
馬
ぬ
や
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
實
に
籐

談
に
克
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
予
は
支
那
の
人
文
地
理
上
の

現
象
を
、
更
ら
に
廣
く
深
く
探
究
し
た
い
ご
考
へ
る
。
不

充
分
で
は
あ
る
が
江
南
の
民
屋
に
つ
い
て
、
槻
た
こ
ご
、

思
ひ
つ
い
た
事
を
述
べ
て
博
識
の
叱
正
を
仰
ぎ
た
い
の
で

あ
る
○
（
昭
利
四
年
一
月
遅

第
三
號
　
九
五
（
四
一
七
）


